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 要  旨 
超短パルス光は異なる周波数を持つ光を干渉させることで発生する。分散媒質
を透過すると、周波数ごとに異なる位相シフトをうけるためパルス波形は歪む。
パルスが受ける位相シフトには搬送波位相、群遅延（GD： Group Delay）、群遅
延分散（GDD： Group Delay Dispersion）があり、これまでは光瞬時電界波形を
非線形吸収による時間ゲートを行って回折格子として記録することで、群遅延分
散に注目して波形記録の実験を行ってきた。本研究では群遅延分散だけでなく搬
送波位相に対する群遅延の記録も行うことを目的としている。 
搬送波位相に対する群遅延の記録では搬送波包絡線位相（CEP: Carrier 
Envelope Phase）が重要である。CEPは搬送波に対するパルスの包絡線位相のこと
であり、群速度と位相速度の違いによって生じる。CEPも含めた波形記録実験を行
なうためにCEPの観測・制御装置を作製した。 
光瞬時電界波形の記録には2光子ゲート法を用いる。ゲートパルスとシグナルパ
ルスを2光子吸収という２次の非線形効果を持つ材料中で2光子干渉させ、２次の
相互相関波形を記録する。この方法では搬送波位相、群遅延、群遅延分散とパル
スが持つ全ての位相情報が記録できる。 
この原理を用いてフェムト秒パルスの波形記録と全光学位相補償を行った。実
験にはゲートパルスとして10 fsのパルス、シグナルパルスとして10 fsのパルス
を厚さ3 mm のBK7ガラスを透過させ40 fsにチャープさせたパルスを用いた。その
結果80 THzの帯域で位相共役波を発生させ、全光学位相補償を行うことができた。
また本研究ではフォトリフラクティブ効果を用いたフェムト秒パルスの増幅実
験を行った。実験ではゲートパルスとして10 fsのパルス、シグナルパルスとして
10 fsのパルスを厚さ4 cm の石英ガラスを透過させ400 fsにチャープさせたパル
スを用いた。その結果、帯域幅29 THz、パルス幅11 fsに相当する増幅器が実現で
きた。 
 
 
